第６期「まちづくり大学」振返り講座②の議事録

都市計画・行財政分野
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	1.①縦割り行政のため、非効率・サービス低下がみられる。
　②政策調整室があるが、各部署長からなる“総合計画室”を設け、
　　全体を見通した市政運営が必要だ。
2.①行政の会計は何が赤字で問題かが分かりにくい。企業会計の
　　手法を取り入れて分かりやすくすべきだ。
　②行政・市民ともにポイント制を導入して評価を明確にする。

3.①都市計画に市民の意見が反映されていない。
　②都市計画に市町村合併や道州制をどう組み入れるか。

　③円卓会議やまち研があるが、自治会など地域の意見をもっと

　　取入れるべく、市民会議等へ参加していく。
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	活動テーマ
	取組み方法

	
	縦割り行政からの改善
会計方法の検討
都市計画に市民の意見を取入れる

	“総合計画室”を設け、より高い視点から全体と将来を見通した市政を運営する。
・行政の会計に企業会計の手法を取入れる。

・ポイント制を導入して評価を明確にする。

・自治会等で地域の要望を検討し打ち出す。
・市民会議などに積極参加して要望意見を発信していく

	感
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	○「振返り講座②」の内容について（参加者からの評価）
・事前にグループ分けを言われていたので、自分の関心のある分野　
　を選択した。
・行財政改革のテーマは重いと感じる。
○「振返り講座②」の改善点（ファシリテーターからの評価）
・市職員が加わったためか、行政への評価・注文という論議が多くなった。市職員の参加形態に一考が必要かも。
・今回は時間もあり活発な論議はできた。
・3つのテーマについて話し合ったが、より中味を深めるためには
　2つ程度が良かったのではないかと思う。

○「まちづくり研究会」への参加意欲
　自分の関心あるテーマに取組んでいきたいが、まち研でできるか　　
　を見極めたいようだ。
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· ファシリテーターは本議事録を１2／６中に浅野宛に提出して下さい
